



























































































































































































比率が 26.8％から 24.4％に 2％程度低下する。
とはいえ，この移行時の負担は，退職給付の積立
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































四，学位授与の条件 学位規則第 4条第 2項該当
五，学位授与年月日 平成 17年 3月 25日
六，学位論文題目 会社なき時代の退職金・年金プ
ラン
―多様な働き方に応える「新し
い約束」
七，審査委員 主査 専修大学商学部
教授 小口 登良
副査 専修大学商学部
教授 上田 和勇
副査 専修大学経済学部
教授 宮本 光晴
193会社なき時代の退職金・年金プラン
